
全能の神よ、聖なる福音をふさわしく告げるため、わたしの心と口を清めてください。 

福音のことばによって、わたしたちが罪から清められますように。 

主日の福音 2023/2/5(No.1220) 

年間第５主日 (マタイ 5:13-16) 
私たちは 26 聖人にささげられた教会の家族 

 

ミサの初めでもお知らせしましたが、田平修道院のシスターが容態
が良くないそうなので、お祈りください。今年は、２月５日が日曜日で
回ってきました。長崎教区にとって、２月５日は日本 26 聖人殉教者の祝
日です。さらに私たちが今ミサをささげている聖堂は、日本 26 聖人に献
げられていますから、日本 26 聖人そのものに親しみがなくても、この聖
堂への愛着を通して、２月５日を心に刻んでほしいと思います。  

さて、田平教会は山の上にある教会です。台風の風もいちばん受け
ますし、雷の影響もしばしばです。献堂百周年の時に記念誌のタイトル
募集をしたことを思い出します。「祈りは未来へ」というタイトルが選
ばれましたが、中田神父も応募していました。「天空の教会」です。気
温差の大きな日、田平教会はときおり霧に包まれました。そこに教会だ
けが浮かび上がる光景を想像して書いたのですが、一次審査で即刻ボツ
になりました。  

ところで新約聖書の舞台であるパレスチナでは、「山の上にある」
ということはおおいに利点があったようです。「山の上にある町は、隠
れることができない」（5・14）と言われていますし、「ともし火をとも
して升の下に置く者はいない。燭台の上に置く。そうすれば、家の中の
ものすべてを照らす」このことにも触れています。  

当然、山の上にある町がたいまつをともしたり、それぞれの家がと
もし火を燭台の上に置けば、その町全体が周囲からよく見えるようにな
り、「世の光」の役割を果たすでしょう。同じ役割を、田平教会聖堂は
百年以上、果たしてきました。今現在であれば、土曜日の繰り上げミサ
の明かりは、きっと平戸瀬戸を通過する大型船、大小さまざまの漁船の
目に留まり、対岸の平戸島の人々の目にも留まっていることと思います。 

日本 26 聖人に置き換えて考えてみましょう。彼らが殉教した場所は、
当時は最も見晴らしの良い場所だったかもしれません。彼らはともし火
は持ってなかったでしょうが、彼ら自身が「世の光」でした。そして「あ
なたがたの光を人々の前に輝かしなさい。人々が、あなたがたの立派な
行いを見て、あなたがたの天の父をあがめるようになるためである」（5
・16）このイエスのことばを完全に実行したのです。  

振り返って、田平教会聖堂は、人が居ないのに明かりがともるでし
ょうか？そんなことはありません。田平教会の家族が、ミサに参加した
り、聖堂内での典礼行事や、黙想会に出席したりすることで、夜の時間
に明かりをともすことになります。  

ではもう少し踏み込んで、田平教会聖堂を、「山の上にあって、明
かりがともる聖堂」にする人々は、募集して集めた人々でしょうか。バ
イト代を払って集められたのでしょうか。そうではありません。この聖
堂に集まる一人一人、自分の中に光があって、その光を人々の前に輝か
そうと、この聖堂に集まっているのではないでしょうか。  
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もちろん、漠然とこの聖堂に集まっている人もいるでしょう。けれ
ども今日から皆さんは全員、この聖堂を「山の上にある町」「燭台の上
のともし火」にするために集まる人々に変わりました。イエスの次のこ
とばを聞いたからです。「あなたがたは世の光である。」（5・14）  

念のために言っておきますが、「あなたがたは世の光である」この
光は、暗闇の中でだけ働くのではありません。日曜日の一番ミサ二番ミ
サの人にも当てはまります。田平教会聖堂に集まるすべての人が、田平
教会聖堂を「山の上にある町」「燭台の上のともし火」にしてくれてい
る人々です。  

「この教会が燦然と輝くのは、レンガで作られた百年前の聖堂だか
ら」それもありますが、この百年の歴史を繋いできた皆さんの中にある
光が、この聖堂を輝かせているのです。その自覚と誇りが必要です。  

最後に残っているのは次の言葉です。「人々が、あなたがたの立派
な行いを見て、あなたがたの天の父をあがめるようになるためである。」
先日一組の夫婦が田平教会聖堂を訪ねてくれました。一年半前に訪ねた
とき、県道に沿って柵が設けられていて敷地内にも入れなかった経験を
したそうです。けれども今回は、「お祈りをなさるための訪問でしたら
どうぞお入りください」と案内所にお伝えして、聖堂内で熱心にお祈り
をささげて帰られたそうです。  

この夫婦は、私たちと同じようにこの田平教会聖堂を「山の上にあ
る町」にしてくれました。田平教会を訪問して、レンガと、ステンドグ
ラスまでたどり着く人はいくらでもいます。けれどもこの聖堂で祈る人
々がいて、ミサをささげる人々がいる。そこまでたどり着く人は数える
ほどしかいません。レンガとステンドグラスをたたえる人がどれだけい
ても、その人々は「地の塩、世の光」ではないので、天の父をあがめる
人は増えないのです。  

私たちは違います。私たちが集まるとき、私たちは天の父をあがめ
る人を増やすのです。いつその結果が見えてくるかは分かりませんが、
私たちは信じて、この聖堂を「山の上にある町」「燭台の上のともし火」
にするために引き続き集まりましょう。２月 19 日、ペトロ中村倫明大司
教様の小教区訪問が実現すると、「人々があなたがたの天の父をあがめ
るようになる」その時が現実のものとなるかも知れません。  
 

年間第 6 主日 (マタイ 5:17-37) 


